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公民

修子普段体湾箆

嘩望事務改造事務所 85-'01
事身体重輩蓄者穣話t12ンタ…守

@つ つじま
申生活磁波書聖〈浄化棋聖)87…2379 

(ゴミ)87…0015(し草壁)88-2547

瞳語 瞳揺入車麗天蚕一一l
験日時 3，Eヨ5BC本)q:奇ijg待受

i号、 9U寺30分需主さ

在宅窪往についてし紫綬んtJ， 惨議所市民性、警官襲

T-B善寺 2河18尽く7JO守…約lOl寺iヴ b窪 田 シ ン グ ル ス メ ・

らæ~ DOさきランクリ ダブルスーでヨン

砂場所 cp殺を三浅草官軍 ク

t>講師 器禁おおき乞当主総社サ ピス 1>.告し込み 問い合わ性 2Fl20 

コ究室警遜A 室長 ?除草護〉診て7にハガヌこ住所、

炉問い合わ枚 数湾雲霊童会技会数 ぞ号、お議室霊Eヨ〈ヲンつも〉を記入

養寺霊安告書人問題担当

砂8雲寺 31"ヲ1

う9U寺3[ララ設で受付

傍若詰務 総E語体重苦賞費量F掠i事フェン

ス人口

惨コース 遺体湾直雪告書辺

t-申し込み・隠しミ合わせ 之同

Eヨ〈火。~\義〉までと/ミえfキ仁ご護勢力o

努主主簡の氏名、年憲幸、

氏名、年齢、

し、溺立ち51-7，三原議書妻子世87

-2552C午後己跨万三う10磨寺)校℃

漏語語研鶏藤]
@柴錆少年2陸軍費クラブ

本署華街8際 的重火産量午後6善寺

約返還健室日午後29寺30

会文?のど1絡3ωョ
傘対象 'Jミ空宇宝ガら中学生

剣守合〉

本指導番 我喜菜子塁塁繁華雪々 線

。康障費j友会

本語古8喜幸

お分力、ら

*対象

大会終了後7J く野学紛、ら〉

..... 
」 1987. 2. 16 

惨B誇 E自主君主，

圃選湖北支部整立] 唾墾墾脳及樫j

午前1C3寺30分 か ら ア 雲 寺

惨詩書房

ヨ、 23B、

電号室悪童書毅芸設〈次長撃隊、 主盟主智子6う?韮主主〉 日号び事装工?害予約そうなしさ女三ゴ。

現在使関の主義主主絞殺1議員襲被保

砂費用 大ワ ロ 潟 、 !J¥人斗 宅義者証〔浅草理主義ぶと醤波健康保
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象む替し込ib 主痩ハガ三じC.iD税、 級審議似4-1務総子懇察聖書立さむき聖

王手線、富童話番号、性様、 事費

場対護金 雰 λ、ら

申し込み 入金釜100J号、重量麹
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ぞはw岸 宜822(>30設てで

主主様子認市計罰事業中J李主総主主

主義務聖堂事業の変盟事議総務綴絞っ

炉綴E霊殿襲華 火)かう3

悶ヨ《問〉諒て?の2苦言書君

砂防鹿島 会下請奇善寺30玉三万ら午後5

書室経雷雲と関係協議

炉転走事重要書簡 u 飼い苦言わt主 主主義務室喜

聖霊祭
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際機主主災事業主fど交流活動!こお

ける主主宅王立三〈祭主完ランディ

活動に求必る f喜霊祭主義主五割j綴J

を発足しまし戸。
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会1，eおよぴ閣内!こ略奪枝、支義務滋学

しているこ点。

EdE52a'震の絞殺必考察結f綴続的
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1 

1>1諜撃事期間 三3月;コ包(湾〉から

主主での午前83寺30会絞らさ子

(土曜日の午後ぷぶ乙f

怒BIま除<)
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